Keats\u27s Attitude toward Ancient Greece : His Description of the Religious Ceremonies by 金澤 良子
201宗教儀礼の描写にみるキーツと古代ギリシア（金澤）
序
キーツの古代ギリシアへの傾倒は，長編物語詩 Endymionを始め，数々のソネットやオードなど
の前期作品，いわゆる 1820年詩集以前の作品の中に一貫して見受けられる。だが，とりわけ 1817
年詩集の冒頭作品である ‘I stood tip toe upon a little hill’ が典型ではあるが，これらの前期作品で
は，古代ギリシア世界そのものというよりは，古代ギリシアおよび古代ローマの神話のモチーフの
使用や古典神話の書き換えに終始する傾向があった。キーツはチャップマン訳のホメロスに限らず，
Joseph Spenceの Polymetis，George Sandys訳のMetamorphosesや Andrew Tookeの Pantheon，John 
Lemprierの A Classical Dictionaryなどの英訳された書物を通じて，古代ギリシアの遺産に幼い頃よ
り親しんでいた。彼にとって古代ギリシアと古典神話世界が等価であったことは間違いない。ギリシ
ア神話への再挑戦として創作を始めた ‘Hyperion: A Fragment’ （以下「断章」とする）では，あくまで，
ギガントマキアという古典神話世界の枠組みの中でのみの語りに終始し，後に執筆する ‘The Fall of 
Hyperion’ のように，古典神話の神々を外側から見つめる「詩人」のような語り手を置くことはない。
だが， ‘Ode to Psyche’ 執筆時に書かれた 1819年の 4月の書簡の一節の中で，キーツはサイキを最も
新しい神であるとする。
You must recollect that Psyche was not embodied as a　goddess before the time of Apuleius 
the Platonist who lived after the Augustan age, and consequently the Goddess was never 
worshipped or sacrificed to with any of the ancient fervour—and perhaps never thought of in 
the old religion.（１）
この一節にはキーツがサイキだけでなく，彼女を崇拝する側の人々にも意識を向けていることが分
かる。ローマの哲学者アプレイウス（c.124–after170?）という歴史上の人物の名を挙げ，古典神話世
界を単なる悠久の昔としてではなく，明確に歴史的文脈の中で捉えている。そしておよそ二ヵ月後の
1819年の 6月に執筆を開始した ‘Lamia’ は Robert Burtonの The Anatomy of Melancholyの第三部第二
章の記述，すなわちローマ帝政時代のギリシアのソフィスト Philostratusの『アポロニウス伝』に負っ
ている。どこか分からない洞窟でうなだれるタイタン神族の王サターンを描いた「断章」とは異な
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り，「レイミア」では古代ギリシアそのものを舞台に物語を紡いでいく。キーツは作品の中で，蛇女
レイミアが恋する物語の主人公リシウスはギリシア南部の都市 Corinthの出身であることを明示して
いる。
1820年詩集以前の作品では，キーツの古代ギリシアへの傾倒は古典神話世界の神々を描く形をと
ることが多かった。だが，唯一，古代の人々の姿が詳細に描かれる作品がある。それは，牧神パー
ンに讃歌を捧げる Latmosの人々が登場する『エンディミオン』第一巻である。パーンの讃歌は高い
評価を受け，パーンを「ロマン主義的想像力，人知のおよばぬ知識の象徴」とする主要な解釈を始
めとし（２），多くの批評によって議論の対象となることが多かった。だが，讃歌の詩行以前に描写さ
れるラトモスの人々の宗教儀礼の形態に関してはこれまで詳細に論じられることがほとんどなかっ
た。キーツの宗教観ということでは，Robert Ryanが 1997年出版の The Romantic Reformationの
中で，詳細に考察しているが，「レイミア」に関しては考察がほとんどない。一方，『エンディミオ
ン』に関しては，パーンの儀式とラトモスの人々が，「聖書の中で大きな役割を果たす血なまぐさい
生け贄とは対照的に，陽気でイノセントなところを強調している」（３）とし，古代ギリシアの宗教を 
‘the Religion of the Beautiful, the Religion of Joy’（４）とするキーツが，古代ギリシアの宗教は ‘loves and 
luxurie’ という‘the pleasurable side of things’ を扱う（５）と考える師 Leigh Huntの影響を強く受けてい
ると指摘する。
この時期，キーツはWilliam Hone（1780–1842）の不敬罪などに擁護する立場を示していた。とは
いえ，実際に告発され，投獄される危険を冒すことを避けたいリベラルな思想の者たちは，キリスト
教の秩序よりも古代の文明の方が優れていたとみなし，古代の文明にこれみよがしのノスタルジアを
示すことで，国家を非難するという手段に出ていた。こうした者たちはいわゆるロマン主義時代に突
如登場したのではなく，すでに 18世紀から存在していた。The Decline and Fall of the Roman Empire
（1776–88）を著した Edward Gibbonや The Natural History of Religion（1757）を記した David Hume
らのように，古代ギリシアの宗教や世界の方が，後にとって代わられたキリスト教文化よりも優れ
ていたとみなし，古代ギリシアの人々は，聖書にある啓示の導きがなくとも，幸福で人道にかなった
政治や社会秩序を生み出すせる可能性を示していると考える気風があったのは確かである。したがっ
て，先のライアンの指摘はもっともだが，キーツはラトモスの人々に単にキリスト教の代替として存
在するものとしての「陽気さ」しか意味を与えず，ハントのように，古代ギリシアの宗教を「喜びの
宗教」と盲信していたのだろうか。本稿では『エンディミオン』で描かれるラトモスの人々の宗教儀
礼と「レイミア」の舞台となるコリントの街の人々の宗教儀礼の特徴を，それぞれキーツが当時認識
していた古代ギリシアを始めとする古代の宗教の実態と併せて捉え，そこから古代ギリシア世界を描
くキーツの真意を読みとっていきたい。
１．パーンの祭壇に向かう人々の行列の意味
これより，ラトモスの人々によるパーンの儀式の場面の考察に移る。キーツは牧畜の神であるパー
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ンの祭礼について，どれほどの知識があったのだろうか。パーンの儀式とパーンの讃歌を描くのに，
Ben Jonsonの Pan’s Anniversarie （1623） John Fletcherの The Faithfull Shepherdess （1610）といったエ
リザベス朝の作家の作品，また，Chapman 訳のホメロスの ‘Hymn to Pan’ を参考にしたとされている。
他にも特に，Michael Draytonの The Man in the Moone （1606）が『エンディミオン』に与えた影響
は古くから指摘されるが，これらには，牧神パーンのエピソードなどは書かれているが，パーンを崇
める人々たちによる儀式の詳細は述べられていない。そのため，儀式の様子は，キーツが自由に想
像力を働かして描いたといえる。だが，物語の背景とはいえ，古代ギリシアの人々の宗教儀礼をキー
ツがまったく歴史的事実を調査することなく，書いたとは考えにくい。というのも，後にキーツは古
代ギリシアを舞台にした「レイミア」を執筆するために，地元の本屋で偶然発見した John Potterの
Archaeologia Graeca: The Antiquities of Greeceを参考にし，背景知識の多くを得ているからだ。
キーツがパーンの儀式とパーンの讃歌を描くのに用いた書物の一つとして The Pantheonが大きな
役割を果たしていたと仮定したい。Edward BaldwinのペンネームでWilliam Godwinにより 1808年
出版され，キーツのライブラリにも所蔵されていたこの本は，ランプリエールの『古典辞書』と重な
る記述も多い。だが，古典神話の神々の説明の多い『古典辞書』と異なり，『パンテオン』には古代
ギリシアの宗教儀式に関しての詳細な説明がある。キーツは，『エンディミオン』を執筆するにあた
り，『パンテオン』を少なくとも参考にしていた可能性が高い。キーツは，パーンの祭壇に向かう人々
の描写に多くの詩行を割いている。
All suddenly, with joyful cries, there sped
A troop of little children garlanded;
Who gathering round the altar, seemed to pry
Earnestly round as wishing to espy
Some folk of holiday:
. . . . . . .
Leading the way, young damsels danced along,
Bearing the burden of a shepherd song;
Each having a white wicker over brimm’d
With April’s tender younglings: next, well trimm’d,
A crowd of shepherds with as sunburnt looks
As may be read of in Arcadian books;
. . . . .
Now coming from beneath the forest trees,
A venerable priest full soberly,
Begirt with ministring looks: alway his eye
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Stedfast upon the matted turf he kept,
And after him his sacred vestments swept. 
　　　　　　　　　　（Endymion I, 109–13. 135–40, 148–52）（５）
まず，朝日を浴びた祭壇のあるもとに，花の冠をつけ純白の頃身に身を包んだ子どもの一群が楽し
げな声をあげて走りこんでくる。子どもたちを先導している乙女らは白い柳籠を下げて踊りながら，
牧童の唄を口ずさむ。さらに日に焼けた羊飼いたちはあるものはフルートを奏でながら後に続く。そ
して，厳粛な面持ちの司祭が聖なる衣を纏い，右手には乳白色の甕を持ち，左手の篭には香草を一杯
にして現れる。この祭壇に向かう人々と『パンテオン』のアテネで行われる儀式に向かう人々の行列
の描写とを比較してみたい。アテネには，三つの壮大な祭礼があった。一つはアテネの守護神アテナ
を祭るパンアテナイア祭，豊穣の神ケレスの祭礼，そして酒の神バッカスの祭礼である。以下はパン
アテナイア祭の行列を説明したものである。
The processions which took place at these solemnities were exquisitely beautiful: a troop of 
elders, for the Panathenaea, were chosen from the whole city, of the most venerable appear-
ance and of a vigorous and green old age: these marched first with olive branches in their 
hands: next followed a band of strong and powerful men in the vigour of maturity, clad in 
complete armour: after these came a set of youths, eighteen or twenty years of age, sing-
ing hymns in honour of the Goddess: these youths were succeeded by a troop of beautiful 
children, crowned with flowers, wearing only a shirt of fine muslin, and taught to move with 
a light and measured step: the procession was closed by a band of handsome virgins of the 
best families in Athens, clad in white, and with baskets of flowers on their heads: the whole 
escorted with the music of different instruments, and dancing.（６）
徳のありそうな年長者や，武具を見につけた勇ましい男たち，美しい姿の子どもや乙女らはみなこ
の行列のために，アテネの街全体から選びぬかれた精鋭たちである。一方，ラトモスの人々の外見に
関しては，よく日に焼けた羊飼いの一群について触れられるだけで，個々人の衣装などの細かい描写
はなされない。羊飼いの住むラトモスの人々の行列は，大都市アテネの壮大な行列に比べると非常に
素朴である。むしろ強調されるのは，これからパーンに捧げる香草や，祭礼に向かう人々の歌や踊り，
軽やかな足取りといったものが一様に示すパーンへの敬愛である。また，キーツは祭壇に向かう人々
を乙女，子ども，若者，司祭という順番で登場させている。これはパンアテナイア祭の行列が，まず
尊い年長者から順に，武具を身に着けた豪腕の成熟した男たち，歌を歌う若者たち，花冠をのせた見
目麗しい子どもたち，そして最後に美しい良家の乙女というように進んでいくのとまったく逆の順番
である。
205宗教儀礼の描写にみるキーツと古代ギリシア（金澤）
パンアテナイア祭の行列は静けさや荘厳さといった物々しい雰囲気で始まり，美しい乙女たちの華
やかさで終わる。一方，ラトモスの場合は，まず，その日に行われる儀式を楽しみに子どもたちが声
を上げてかけこんでくる姿と，先導する乙女の踊りや羊飼いたちの歌といった陽気さで始まる。そし
てその後に厳粛な面持ちの司祭が続くも，その後にはまた別な羊飼いの一団が続き，小曲を大声で歌
うとあるように，常ににぎやかさに包まれている。だが，みなが祭壇に集まると誰が命じたわけでも
なく，人々のまなざしには崇敬の色が浮かぶ。
And now, as deep into the wood as we
Might mark a lynx’s eye, there glimmered light
Fair faces and a rush of garments white,
Plainer and plainer shewing, till at last
Into the widest alley they all past,
Making directly for the woodland altar.
O kindly muse! let not my weak tongue faulter
In telling of this goodly company,
Of their old piety, and of their glee. 　　　（Endymion I, 122–30）
またアテネの場合のように，教わったとおりの軽快で規則正しい歩みで向かう行列とは異なり，ラ
トモスの子どもたちは，気持ちの向くまま足を進めるが，その足は祭壇にまっすぐと向かうものであ
る。ラトモスの人々の心からのパーンへの愛情と，素朴ではあるものの，儀式を行うこと自体の純粋
な喜びが強調されているといえる。
アテネの人々の行列の順番を意図的に反転させたラトモスの人々の行列は，形式と秩序にこだわる
アテネの人々の宗教儀礼の形態を浮き彫りにしている。ラトモスの人々のパーンへの自然発生的な愛
情に満ちた儀式の描写から，おのずと湧き出る信仰心こそを重要視していたことがわかる。キーツは
アテネの人々の儀礼的な，規則化された壮麗な行列の対極にある，ラトモスの人々の牧神パーンへの
純粋な喜びに満ちた自由な行列の姿を描くことで，自らの考える理想の信仰形態を示している。
　The “Hymn to Pan” and its setting provide striking evidence that Keats intended the 
opening of Endymion to illustrate the attractions of Greek worship as an enlightened natural 
religion with none of the negative features of Christianity.（７）
ライアンは，上記のように指摘するが，キーツはキリスト教のみならず，古代ギリシアのアテネの
祭礼にみられる宗教儀礼の形態をも意識した上で，そのいずれとも異なる，新たな理想の宗教形態を
示している。
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２．血の流されない生け贄の意味
次に，ラトモスの人々の儀式を詳細に検証する。Vincent Neweyや Andrew Motionは，パーンの
讃歌にみられる司祭の“our”という言葉の多用や老人も子どもも王から一般民衆までが一つの調和
した絵を形作るようなこの行列に民主主義的思想，自然主義的思想をみてとり，不公平の排除された
素朴な時代とみなしている。Nicholas Roeは，ラトモスの人々の様子が革命期の服装や改革派の服装
と近似していることを挙げ，「古典神話や古代の宗教を，とりわけパーンというカルト信仰を採り入
れ改革者の政治的社会的ねらいを持つことを示している」（８）と指摘している。改革者としてのキーツ
の姿をみるロウの意見はもっともである。先の検証より，パーンの祭礼をアテネでおこなわれた祭礼
から意図的に変容させているところにキーツの思惑があったと考えたいため，今回は，このような指
摘を繰り返し述べることは避けたい。あくまで古代ギリシアの宗教の形態と詩に描写されるキーツの
理想的な宗教形態を比較することが主題であるので，そのような方向から考察を進めていく。
祭礼の中で執り行われる生け贄の儀式についてだが，牧神パーンが野を支配する神であるため，当
然ながら捧げられるのは，野から取ってきた香草とワインである。
Thus ending, on the shrine he heap’d a spire
Of teeming sweets, enkindling sacred fire;
Anon he stain’d the thick and spongy sod
With wine, in honour of the shepherd-god.
Now while the earth was drinking it, and while
Bay leaves were crackling in the fragrant pile,
And gummy frankincense was sparkling bright
‘Neath smothering parsley, and a hazy light
Spread greyly eastward, thus a chorus sang.　（Endymion I, 223–231）
だが，ここで一つの疑問が生じる。ラトモスの人々が守護神とするパーンは，羊飼いの神であるの
だから，子羊を生け贄として捧げたとしてもおかしくはないはずである。古代ギリシアの生け贄につ
いて再び『パンテオン』を参照すると，次のような記述がある。
The sacrifice followed the hymn: the most beautiful animals, adorned with gold and rib-
bands were brought to the altar to be killed: the sacrifice was a feast to which the Gods were 
invited, to partake with their worshippers: while men lived upon the fruits of the earth, these 
composed the substance of their sacrifices: when they learned to feed upon animals, then 
victims, bulls, oxen and sheep, were presented to the Gods.（９）
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つまり，動物を家畜化するようになってからは，牛や羊といった動物を供物としたのである。また
オデュッセイア第三歌の中でも，牡牛を幾頭も屠り，ポセイドンに献じている参列者たちが臓物を食
べ，神に腿の骨を焼いているのに遭遇するテレマコスの一行が描かれる。キーツが後に執筆する ‘Ode 
on a Grecian Urn’ の中でも，牝牛が生け贄として祭壇に連れて行かれる様子が描写されている。キー
ツが動物を生け贄として描かず，あえて，香草とワインを捧げたのには理由があると思われる。キー
ツは 1817年の 5月 10日，書簡の中で次のように述べる。
The last Examiner was battering ram against Christianity—Blasphemy—Tertullian—
Erasumus—Sr Philip Sidney. And then the dreadful Petzelians and their expiation by 
Blood—and do Christians shudder at the same thing in a Newspaper which they attribute to 
their God in its most aggravated form? （Li, 137）
キーツは，人身御供を行ったドイツのカルト宗教に携わった Petzel （実際は Poeschel）という名の
司祭が 86人の信者とともに逮捕されたという記事に言及している。彼らの生け贄の目的は自らの罪
の浄化であったが，「キリスト教徒たちは自分たちが神に帰しているのを最悪にした形のものと全く
同じことが新聞に載っているのを見て慄き震えたりするのだろうか。」というキーツの言い方は，イ
エス・キリストの受難による贖罪というキリスト教の教義根本を否定しているとも考えられる。ハン
トは 1817年 5月 4日のエグザミナー紙において次のように述べている。
And thus it has happened, that a religion, peculiarly professing charity, has been the most 
intolerant and sanguinary that ever existed. Dispute and bloodshed on holy accounts were 
phenomena in the ancient world. It may be said, that these are the abuses of religion, not 
religion itself. . . . the abuses of Paganism led to no such horrors. They dealt in loves and 
luxuries, in what resulted from the first laws of nature, and tended to keep humanity alive: 
—the latter have dealt in angry debates, in intolerance, in gloomy denouncements, in per-
secutions, in excommunications, in wars and massacres, in what perplexes, outrages, and 
destroys humanity.（10）
キーツはパーン崇拝の儀式から血のにおいを感じさせる動物の生け贄を完全に排除している。キリ
スト教をその「不寛容さと血なまぐささ」を強調し，異教と対峙させ攻撃するハントにキーツがこの
頃，ほぼ同感していたことは間違いないだろう。香草とワインという，いかなるものの命をも犠牲に
することのない捧げものは，自らの理想とする信仰のあり方を提示している。さらに，キーツは，血
を流さない方法で，パーンに生け贄を捧げ，その恵みに預かるラトモスの人々を描く。
208 宗教儀礼の描写にみるキーツと古代ギリシア（金澤）
And it had gloomy shades, sequestered deep,
Where no man went; and if from shepherd’s keep
A lamb strayed far a-down those inmost glens,
Never again saw he the happy pens
Whither his brethren, bleating with content,
Over the hills at every nightfall went.
Among the shepherds, ’twas believed ever,
That not one fleecy lamb which thus did sever
From the white flock, but pass’d unworried
By angry wolf, or pard with prying head,
Until it came to some unfooted plains
Where fed the herds of Pan: ay great his gains
Who thus one lamb did lose. 　　（Endymion I, 67–79）
群れの繁栄は期せずして群れから迷い出た子羊がパーンの家畜となることで約束される。彼らに
とって生け贄の子羊を屠る必要はない。
古代ギリシアにおいて，動物を生け贄にすることが一般的であったことをキーツが知っていたのは
先に述べた。いわば，ラトモスの人々によるパーンへの供物と彼らが執り行う儀式が示す宗教儀礼の
形態は古代ギリシアの真の姿ではない。アテネの行列とは異なる要素を盛り込んだラトモスの人々の
行列同様，生け贄の供物にも，キーツの理想の信仰がありありと見て取れる。古代ギリシア宗教に関
するハントの考えとキーツの考えはまったくの同一のものではない。ハントは，古代ギリシアの宗教
を，キリスト教とは異なり，まったくのイノセントで明朗で愛と享楽に満ちたものであったとし，キ
リスト教の代替宗教として捉えていた。一方，キーツはハントのように古代ギリシアの宗教の持つ
「陽気な」側面だけに注目し，完璧な理想として盲目的に信奉することはしない。むしろキーツは，
古典神話世界や，古代ギリシア世界をそのまま模倣する対象として捉えるのではなく，そうした世界
にさえ，すでに問題点があったことを見出し，自らの物語の中で浄化させ，理想とする宗教のあり方
を示唆しているのだ。
３．「レイミア」にみる古代ギリシア宗教の姿
キーツは，『エンディミオン』以降，再び古代ギリシアの世界への挑戦を試みる。それは叙事詩「断
章」であるが，これはタイタン神族とオインポス神との対立を中心に据えているため，古典神話の
枠から外れることはなく，人々の信仰の姿は描かれない。そして「レイミア」において，キーツは古
代ギリシアを舞台に物語詩を創作する。この際，先に挙げた Antiquities of Greeceを丹念に読み込み，
物語の背景としてある古代ギリシアの姿をありのまま描こうと努めている。
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特に，背景にある古代ギリシアの描き方は，『エンディミオン』におけるラトモスの時とは，まっ
たく異なっている。Martin Askeも「レイミア以外の他のキーツの詩において，古代の地理がこれほ
ど確固たるもので明白にみえるものはない」（11）と指摘している。主人公のリシウスは，コリント出身
の若者であるが，ジョウブに祈りを捧げた帰りに，美しい乙女の姿をしたレイミアに出会う。ここで
注目すべきは，リシウスが生け贄を捧げるところで“blood”という言葉が使われているところだ。
. . . . . . . . . . . . . . . . .for freshly blew
The eastern soft wind, and his galley now
Grated the quaystones with her brazed prow
In port Cenchreas, from Egina isle
Fresh anchored, whither he had been awhile
To sacrifice to Jove, whose temple there
Waits with high marble doors for blood and incense rare.
Jove heard his vows, and bettered his desire. 
　　　　　　　　　　　　　（‘Lamia’, I 222–29, italics mine）
パーンの儀式の際には，動物を生け贄にすることを意図して避けていたが，ここではキーツは古代
ギリシアの慣習であった血なまぐさい生け贄という宗教儀礼の形態をそのまま描いている。
キーツは，物語の背景にある古代ギリシアの姿を忠実に再現し，レイミアの話に信憑性を持たせる
ことをねらいとしている。1820年 9月の British Criticは「バートンの『憂鬱の解剖』の長所はキー
ツ氏の手によってもまったく失われていない」（12）としている。そればかりか，古代ギリシアの姿を忠
実に再現する姿勢には，かつてパーンの讃歌を歌うラトモスの人々の信仰に自らの理想の信仰のあり
方をひそませていた詩人はもういない。またここで「ジョウブは彼の誓いを聞き届けると，その願い
をかなえてやった」とあるように，ジョウブは幸せな結婚を望むリシウスの願いを聞き入れる。だが，
実際はレイミアという蛇女を娶らせ，最終的には，二人ともを破滅させてしまう。この箇所以降，神々
に関する言及があるのは二箇所だけである。レイミアが婚礼の儀のために，宮殿を飾り立てるが，客
人が集まる部屋におかれたテーブルの上には，神を模った像が真ん中に置かれている。
Twelve sphered tables, by silk seats insphered,
High as the level of a man’s breast rear’d
On libbard’s paws, upheld the heavy gold
Of cups and goblets, and the store thrice told
Of Ceres’ horn, and, in huge vessels, wine
Came from the gloomy tun with merry shine.
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Thus loaded with a feast the tables stood,
Each shrining in the midst the image of a God.　　（‘Lamia’, II 183–190）
これに関し，アスクは「この食卓は祭壇でもある。中略。この宴はマイアのオードのような初期の
詩でほめたたえられていた「純粋なる崇拝」“simple worship”を戯画化している」（13）とこれらの虚飾
に満ちた宴の様子の持つアイロニーを指摘する。だが，この神をかたどった像が載ったテーブルの描
写はキーツのオリジナルではない。
The form [of tables] was round if we may believe Myrleanus in athenaeus, who reports that 
the ancient Greeks made their tables, and several other things, spherical, in imitation of the 
world. . The most common support of these tables was an ivory foot, cast in the form of a 
lion, a leopard or some other animal.（14）
ポッターの Atiquities of Greece第二巻第 20章 ‘Grecian Festivals’ からはこのテーブル以外にも，宴
会が催される部屋では，ミルラや乳香をたき，香水などの香りで満たしたことや，婚礼の儀式にみら
れるしきたりのほとんどをキーツは学んでいる。ポッターは，「神々の像をテーブルの上に置くこと
は，慣習であった」（15）と記している。またキーツは人々の神々に対する信仰心が薄れ，神聖な寺院に
さえも売春婦のたむろするコリントの街を描いている。『エンディミオン』におけるパーンの存在は
物語を支える重要な役割を持ち，ラトモスの人々の宗教儀礼の形態にはキーツ自身の理想の信仰のあ
りかたがこめられていた。ところが，「レイミア」で描かれるジョウブやヴィーナスといった神々の
存在は希薄であるどころか，むしろ軽視されている。さらに，物語の最後でレイミアの様子がおかし
くなり，青ざめていく原因が師匠のアポロニウスにあると分かったリシウスは次のように非難する。
　‘Shut, shut those juggling eyes, thou ruthless man!
Turn them aside, wretch! or the righteous ban
Of all the Gods, whose dreadful images
Here represent their shadowy presences,
May pierce them on the sudden with the thorn
Of painful blindness.　　　（‘Lamia’, II 277–82, italics mine）
ここに登場する神々の姿は，「かすかな存在」とあるように，コリントの客人にとってはテーブル
の上の彫像以上の意味は持たない。そればかりか，神の名を個々に挙げることなく，すべての神々の
実体が空虚であることとを示し，神への信仰が失われつつあるコリントの街を描いている。
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結　　論
キーツはハントのように，古代ギリシアの宗教の陽気な側面のみに価値を見出し，盲信していたの
ではなく，『エンディミオン』という比較的初期の作品においてでさえ，アテネの豪奢で形式を重ん
ずる行列とは異なる，慎ましくも心からの敬意に満ちた行列の様子や，血を流さない生け贄を捧げる
ラトモスの人々を描き，キリスト教にも古代ギリシアにもない自らの理想とする宗教のあり方を示唆
していた。1819年 4月 21日に書かれた ‘The vale of Soul-making’ の書簡の中で，普遍性を持った救
済体系の存在を示した詩人は，同年 6月に執筆を開始した「レイミア」で，古代ギリシアの世界を当
時の文化に重きを置いて細部にわたり再現し，その中でジョウブの神としての地位がコリントの人々
の間で失墜している様を描いた。古代ギリシアにおいてですら宗教の地位が危うくなっていた可能性
を示したキーツは，一貫して，いかなる既存の宗教とも異なる理想の救済体系を希求し続けていたと
いえる。
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